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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　始動スイッチを介してバッテリに接続され、前記始動スイッチにより始動するDCDCコン
バータにおいて、
　入力された電圧を変圧して前記始動スイッチを介さずに前記バッテリに供給する変圧手
段と、
　前記始動スイッチが接続されたときに前記始動スイッチを介して前記バッテリから入力
される電圧、並びに、前記変圧手段の出力電圧および出力電流に基づいて、前記変圧手段
と前記バッテリ間の配線抵抗を算出する配線抵抗演算手段と、
　算出された前記配線抵抗に基づいて前記変圧手段の出力電圧の指令値を補正し、前記変
圧手段の出力電圧を制御する出力電圧制御手段と
　を備えることを特徴とするDCDCコンバータ。
【請求項２】
　前記配線抵抗演算手段は、算出した前記配線抵抗を記録するとともに、前記始動スイッ
チが接続されたときに前記配線抵抗がすでに記録されている場合、前記配線抵抗の演算を
行わず、
　前記出力電圧制御手段は、記録されている前記配線抵抗に基づいて前記変圧手段の出力
電圧の指令値を補正する
　ことを特徴とする請求項１に記載のDCDCコンバータ。
【請求項３】
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　前記配線抵抗演算手段は、前記始動スイッチを介して前記バッテリから入力される電圧
が所定の目標電圧の範囲から外れた場合、前記始動スイッチを介して前記バッテリから入
力される電圧、並びに、前記変圧手段の出力電圧および出力電流に基づいて、前記配線抵
抗を再演算する
　ことを特徴とする請求項１または２に記載のDCDCコンバータ。
【請求項４】
　前記配線抵抗演算手段は、前記始動スイッチが接続されたときに前記バッテリの負荷が
所定の閾値以上であるとき、前記配線抵抗の演算を行わずに、前記配線抵抗を予め定めら
れた値に設定する
　ことを特徴とする請求項１に記載のDCDCコンバータ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、DCDCコンバータに関し、特に、配線抵抗による電圧降下を補償することが可
能なDCDCコンバータに関する。
【背景技術】
【０００２】
　EV（Electric Vehicle、電気自動車）、HEV（Hybrid Electric Vehicle、ハイブリッド
カー）、PHEV（Plug-in Hybrid Electric Vehicle、プラグインハイブリッドカー）など
の電動車両には、高圧バッテリと低圧バッテリの２種類のバッテリが通常設けられる。
【０００３】
　高圧バッテリは、例えば、電動車両の車輪を駆動し走行させるための主動力モータ、A/
C（エアコンディショナ）のコンプレッサモータなどの高電圧かつ大電力の負荷用の電源
として主に使用される。一方、低圧バッテリは、例えば、各種のECU（Electronic Contro
l Unit）、EPS（電動パワーステアリング）、電動ブレーキ、カーオーディオ機器、ワイ
パー、パワーウインドウ用のモータ、照明ランプなどの低電圧の負荷用の電源として主に
使用される。
【０００４】
　また、この低圧バッテリの充電は、通常、高圧バッテリの電圧をDCDCコンバータにより
変圧して供給することにより行われる。そして、DCDCコンバータと低圧バッテリとの間の
配線抵抗による電圧降下が大きい場合、安定して低圧バッテリを充電できるように、電圧
降下分を補償するようDCDCコンバータの出力電圧を制御する必要がある。
【０００５】
　そこで、従来、DCDCコンバータとその負荷である電子機器の入力端との間を電圧検出用
の専用のケーブルで接続し、電子機器への入力電圧を直接測定し、測定した入力電圧が所
望の値になるように制御することで、配線抵抗による電圧降下を補償することが行われて
いる（例えば、特許文献１参照）。
【０００６】
　また、特許文献１では、DCDCコンバータの出力電流に応じて、出力電流と配線抵抗によ
り発生する電圧降下を補償するように、DCDCコンバータの出力電圧を制御することが提案
されている。さらに、特許文献２では、特許文献１に記載のDCDCコンバータと同様に、出
力電流に応じて電圧降下を補償するように出力電圧を制御するのに加えて、配線抵抗が異
なる複数の装置に対応できるように、可変抵抗を用いて、出力電流に対する電圧補正の係
数を調整可能にすることが提案されている。
【０００７】
　しかしながら、DCDCコンバータの負荷の入力電圧を直接測定して、出力電圧を制御する
ようにした場合、DCDCコンバータと負荷を接続する配線が余分に必要になり、必要なコス
トが上昇する。
【０００８】
　また、特許文献２に記載の発明では、適用する装置の配線抵抗を事前に測定し、装置毎
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に可変抵抗値を調整しなければならない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００３－２７４６４１号公報
【特許文献２】特開２００６－１８０６０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、配線抵抗によるDCDCコンバータの出力電圧の電圧降下を適切に補償できるよ
うにするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の一側面のDCDCコンバータは、始動スイッチを介してバッテリに接続され、前記
始動スイッチにより始動するDCDCコンバータであって、入力された電圧を変圧して前記始
動スイッチを介さずに前記バッテリに供給する変圧手段と、前記始動スイッチが接続され
たときに前記始動スイッチを介して前記バッテリから入力される電圧、並びに、前記変圧
手段の出力電圧および出力電流に基づいて、前記変圧手段と前記バッテリ間の配線抵抗を
算出する配線抵抗演算手段と、算出された前記配線抵抗に基づいて前記変圧手段の出力電
圧の指令値を補正し、前記変圧手段の出力電圧を制御する出力電圧制御手段とを備える。
【００１２】
　本発明の一側面のDCDCコンバータにおいては、始動スイッチが接続されたときに前記始
動スイッチを介してバッテリから入力される電圧、並びに、変圧手段の出力電圧および出
力電流に基づいて、前記変圧手段と前記バッテリ間の配線抵抗が算出され、算出された前
記配線抵抗に基づいて前記変圧手段の出力電圧の指令値が補正され、前記変圧手段の出力
電圧が制御される。
【００１３】
　従って、低コストで、配線抵抗によるDCDCコンバータの出力電圧の電圧降下を適切に補
償することが可能になる。
【００１４】
　この始動スイッチは、例えば、電動車両のイグニッションスイッチまたはコントロール
リレーにより構成される。このバッテリは、例えば、電動車両の低圧系の負荷用のバッテ
リにより構成される。この変圧手段は、例えば、スイッチング素子を用いたハーフブリッ
ジ方式、フルブリッジ方式などの電力変換回路により構成される。この配線抵抗演算手段
、出力電圧制御手段は、例えば、マイクロコンピュータ、プロセッサなどにより構成され
る。
【００１５】
　前記配線抵抗演算手段には、算出した前記配線抵抗を記録するとともに、前記始動スイ
ッチが接続されたときに前記配線抵抗がすでに記録されている場合、前記配線抵抗の演算
を行わず、前記出力電圧制御手段には、記録されている前記配線抵抗に基づいて前記変圧
手段の出力電圧の指令値を補正させることができる。
【００１６】
　これにより、配線抵抗の演算回数を削減することができる。
【００１７】
　前記配線抵抗演算手段には、前記始動スイッチを介して前記バッテリから入力される電
圧が所定の目標電圧の範囲から外れた場合、前記始動スイッチを介して前記バッテリから
入力される電圧、並びに、前記変圧手段の出力電圧および出力電流に基づいて、前記配線
抵抗を再演算させることができる。
【００１８】
　これにより、常に配線抵抗を適切な値に保ち、配線抵抗によるDCDCコンバータの出力電
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圧の電圧降下を、より適切に補償することができる。
【００１９】
　前記配線抵抗演算手段には、前記始動スイッチが接続されたときに前記バッテリの負荷
が所定の閾値以上であるとき、前記配線抵抗の演算を行わずに、前記配線抵抗を予め定め
られた値に設定する。
【００２０】
　これにより、求めた配線抵抗の誤差が大きくなり、DCDCコンバータの出力電圧の電圧降
下の補償が、不適切に行われることが防止される。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、配線抵抗によるDCDCコンバータの出力電圧の電圧降下を補償すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明を適用した車載システムの第１の実施の形態を示すブロック図である。
【図２】本発明を適用したDCDCコンバータの第１の実施の形態を示す回路図である。
【図３】DCDCコンバータの制御回路の構成例を示すブロック図である。
【図４】マイクロコンピュータの機能の構成例を示すブロック図である。
【図５】制御回路により実行される電圧指令処理を説明するためのフローチャートである
。
【図６】本発明を適用した車載システムの第２の実施の形態を示すブロック図である。
【図７】本発明を適用したDCDCコンバータの第２の実施の形態を示す回路図である。
【図８】DCDCコンバータの制御回路の構成例を示すブロック図である。
【図９】マイクロコンピュータの機能の構成例を示すブロック図である。
【図１０】制御回路により実行される電圧指令処理を説明するためのフローチャートであ
る。
【図１１】コンピュータの構成例を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、本発明を実施するための形態（以下、実施の形態という）について説明する。な
お、説明は以下の順序で行う。
１．第１の実施の形態
２．第２の実施の形態
３．変形例
【００２４】
＜１．第１の実施の形態＞
　まず、図１乃至図５を参照して、本発明の第１の実施の形態について説明する。
【００２５】
［車載システム１の構成例］
　図１は、本発明を適用した車載システムの一実施の形態を示すブロック図である。車載
システム１は、EV、HEV、PHEVなどの電動車両に設けられるシステムである。車載システ
ム１は、高圧バッテリ１１、DCDCコンバータ１２、低圧バッテリ１３、電源マネージメン
トECU１４、低圧負荷１５－１乃至１５－ｎ、および、イグニッションスイッチ１６を含
むように構成される。電源マネージメントECU１４、および、低圧負荷１５－１乃至１５
－ｎは、車内LAN（Local Area Network）１７を介して相互に接続され、CAN（Controller
 Area Network）通信により各種のデータの送受信を行う。
【００２６】
　高圧バッテリ１１は、所定の電圧の直流電力をDCDCコンバータ１２、および、図示せぬ
高圧負荷に供給する。また、高圧バッテリ１１は、車載システム１の外部に接続される充
電器２により充電される。



(5) JP 5436364 B2 2014.3.5

10

20

30

40

50

【００２７】
　DCDCコンバータ１２は、高圧バッテリ１１から供給される直流電力の電圧を変換して、
電圧を変換した直流電力を低圧バッテリ１３に供給し、低圧バッテリ１３を充電する。ま
た、DCDCコンバータ１２は、電圧を変換した直流電力を電源マネージメントECU１４、お
よび、低圧負荷１５－１乃至１５－ｎに供給する。
【００２８】
　低圧バッテリ１３は、所定の電圧の直流電力を電源マネージメントECU１４、および、
低圧負荷１５－１乃至１５－ｎに供給する。すなわち、電源マネージメントECU１４およ
び低圧負荷１５－１乃至１５－ｎは、DCDCコンバータ１２からの電力および低圧バッテリ
１３からの電力により駆動される。
【００２９】
　また、低圧バッテリ１３は、イグニッションスイッチ１６を介して、所定の電圧の直流
電力をDCDCコンバータ１２に供給し、DCDCコンバータ１２は、その低圧バッテリ１３から
の電力により駆動される。従って、DCDCコンバータ１２は、イグニッションスイッチ１６
が接続されたときに始動し、イグニッションスイッチ１６が切断されたときに停止する。
【００３０】
　なお、以下、DCDCコンバータ１２の出力部と低圧バッテリ１３との間の配線抵抗を、配
線抵抗Ｒと称するとともに、配線抵抗Ｒの抵抗値をＲで表す。
【００３１】
　電源マネージメントECU１４は、電動車両の電源を制御するECUであり、例えば、高圧バ
ッテリ１１および低圧バッテリ１３の充電および放電を制御したり、高圧バッテリ１１お
よび低圧バッテリ１３の状態を監視したりする。また、電源マネージメントECU１４は、
車内LAN１７を介して、充電器２に接続され、充電器２と各種のデータの送受信を行う。
【００３２】
　また、電源マネージメントECU１４は、高圧バッテリ１１が充電中であるか否かを示す
信号をDCDCコンバータ１２に供給する。また、電源マネージメントECU１４は、低圧負荷
１５の負荷量が所定の閾値以下であるか否か、換言すれば、低圧負荷１５の負荷量が低い
か否かを示す信号をDCDCコンバータ１２に供給する。
【００３３】
　低圧負荷１５－１乃至１５－ｎは、例えば、EPS（電動パワーステアリング）、電動ブ
レーキ、カーオーディオ機器、ワイパー、および、電動車両の少なくとも一部を制御する
ECU等により構成される。
【００３４】
　なお、以下、低圧負荷１５－１乃至１５－ｎを個々に区別する必要がない場合、単に低
圧負荷１５と称する。
【００３５】
　イグニッションスイッチ１６は、車載システム１が設けられている電動車両のエンジン
またはモータの始動スイッチに加えて、電動車両の電気系統の始動スイッチの役割も果た
す。すなわち、イグニッションスイッチ１６が接続されたとき（オンされたとき）、電動
車両の電気系統が起動し、イグニッションスイッチ１６が切断されたとき（オフされたと
き）、電動車両の電気系統が停止する。また、イグニッションスイッチ１６は、DCDCコン
バータ１２と低圧バッテリ１３の間に接続されており、イグニッションスイッチ１６が接
続されると、イグニッションスイッチ１６を介して、低圧バッテリ１３からDCDCコンバー
タ１２に駆動電力が供給される。
【００３６】
　なお、車載システム１が設けられている電動車両がEVである場合、イグニッションスイ
ッチ１６の代わりにコントロールリレーが設けられる。
【００３７】
［DCDCコンバータ１２の構成例］
　図２は、DCDCコンバータ１２の構成例を示す回路図である。なお、図２においては、DC
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DCコンバータ１２の出力側に接続される電源マネージメントECU１４および低圧負荷１５
の図示を省略している。
【００３８】
　DCDCコンバータ１２は、変圧部２１、温度センサ２２、電流センサ２３、および、制御
回路２４により構成される。
【００３９】
　変圧部２１は、いわゆるフルブリッジ方式の直流電圧変換回路であり、フィルタ３１、
FET３２ａ乃至３２ｄ、共振コイル３３、トランス３４、ダイオード３５ａ,３５ｂ、コイ
ル３６、および、コンデンサ３７により構成される。
【００４０】
　高圧バッテリ１１から供給される電力は、ブリッジ接続されたFET３２ａ乃至３２ｄに
より構成されるインバータにより交流変換される。フィルタ３１は、インバータのスイッ
チング制御により生じる高周波のノイズを、DCDCコンバータ１２の入力側から外部に漏れ
ないように除去する役割を果たす。
【００４１】
　インバータにより交流変換された電力は、トランス３４により電圧変換されるとともに
、トランス３４およびダイオード３５ａ，３５ｂにより構成される整流回路により直流変
換される。そして、コイル３６およびコンデンサ３７により構成されるLCフィルタにより
高調波成分が除去されて、電圧が変換された直流電力が出力される。
【００４２】
　なお、以下、FET３２ａ乃至３２ｄを個々に区別する必要がない場合、単に、FET３２と
称する。
【００４３】
　温度センサ２２は、例えば、サーミスタ、熱電対などにより構成され、変圧部２１の温
度を検出するために設けられる。より具体的には、温度センサ２２は、FET３２の過熱保
護のために、例えば、FET３２の近傍またはFET３２用の放熱器に設けられる。温度センサ
２２は、検出した温度を示す信号を制御回路２４に供給する。
【００４４】
　電流センサ２３は、例えば、カレントトランスまたはホール効果を用いた電流センサに
より構成される。電流センサ２３は、変圧部２１の過電流を検出するために、変圧部２１
の出力部に設けられており、変圧部２１の出力電流を検出し、検出した電流値を示す信号
を制御回路２４に供給する。
【００４５】
　制御回路２４は、変圧部２１のＡ点における出力電圧を検出するとともに、出力電圧を
目標電圧に近づけるように、各FET３２に駆動信号を供給し、FET３２からなるインバータ
のPWM（Pulse Width Modulation）制御を行う。
【００４６】
［制御回路２４の構成例］
　図３は、制御回路２４の構成例を示すブロック図である。制御回路２４は、入力出力回
路６１、マイクロコンピュータ６２、EEPROM６３、および、駆動回路６４を含むように構
成される。駆動回路６４は、エラーアンプ７１、PWM制御回路７２、および、出力回路７
３を含むように構成される。
【００４７】
　入力出力回路６１は、変圧部２１の温度を示す信号を温度センサ２２から取得し、マイ
クロコンピュータ６２に出力する。また、入力出力回路６１は、変圧部２１の出力電流Io
を示す信号を電流センサ２３から取得し、マイクロコンピュータ６２に出力する。さらに
、入力出力回路６１は、イグニッションスイッチ１６を介して低圧バッテリ１３から入力
される電圧（以下、IG電圧Vigと称する）、および、変圧部２１のＡ点から入力される出
力電圧Voを、マイクロコンピュータ６２に出力する。
【００４８】
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　また、入力出力回路６１は、高圧バッテリ１１が充電中であるか否かを示す信号、およ
び、低圧負荷１５の負荷量が低いか否かを示す信号を、電源マネージメントECU１４から
取得し、マイクロコンピュータ６２に出力する。さらに、入力出力回路６１は、変圧部２
１の出力電圧の指令値（以下、電圧指令値と称する）をマイクロコンピュータ６２から取
得し、エラーアンプ７１に出力する。
【００４９】
　マイクロコンピュータ６２は、出力電圧Vo、出力電流Io、および、IG電圧Vigに基づい
て、配線抵抗Ｒを算出し、EEPROM６３に記録する。また、マイクロコンピュータ６２は、
変圧部２１に対する電圧指令値を算出し、入力出力回路６１に出力する。
【００５０】
　エラーアンプ７１は、変圧部２１のＡ点から入力される出力電圧Voと電圧指令値との間
の誤差を算出し、算出した誤差を示す信号をPWM制御回路７２に出力する。
【００５１】
　PWM制御回路７２は、電圧指令値に対する出力電圧Voの誤差を補正するように、各FET３
２の駆動信号のDuty比を設定し、出力回路７３に出力する。
【００５２】
　出力回路７３は、PWM制御回路７２により設定されたDuty比の駆動信号を各FET３２に供
給し、FET３２により構成されるインバータのPWM制御を行い、変圧部２１の出力電圧Voを
制御する。
【００５３】
［マイクロコンピュータ６２の機能の構成例］
　図４は、マイクロコンピュータ６２の機能の構成例を示すブロック図である。マイクロ
コンピュータ６２は、配線抵抗演算部８１、電圧補正量演算部８２、および、電圧指令値
演算部８３を含むように構成される。
【００５４】
　配線抵抗演算部８１は、入力出力回路６１を介して変圧部２１のＡ点から入力される出
力電圧Voを検出し、入力出力回路６１を介して電流センサ２３から供給される信号に基づ
いて、出力電流Ioを検出し、イグニッションスイッチ１６および入力出力回路６１を介し
て低圧バッテリ１３から入力されるIG電圧Vigを検出する。また、配線抵抗演算部８１は
、入力出力回路６１を介して電源マネージメントECU１４から供給される信号を取得する
。さらに、配線抵抗演算部８１は、出力電圧Vo、出力電流Io、および、IG電圧Vigに基づ
いて、配線抵抗Ｒを算出し、EEPROM６３に記録する。また、配線抵抗演算部８１は、EEPR
OM６３から配線抵抗Ｒを読み出し、電圧補正量演算部８２に出力する。
【００５５】
　電圧補正量演算部８２は、入力出力回路６１を介して電流センサ２３から供給される信
号に基づいて、出力電流Ioを検出する。また、電圧補正量演算部８２は、配線抵抗Ｒおよ
び出力電流Ioに基づいて、電圧補正量Vplsを算出し、電圧指令値演算部８３に出力する。
【００５６】
　電圧指令値演算部８３は、変圧部２１に対する電圧指令値Vadjを算出し、入力出力回路
６１を介してエラーアンプ７１に出力する。
【００５７】
［電圧指令処理］
　次に、図５のフローチャートを参照して、制御回路２４により実行される電圧指令処理
について説明する。なお、この処理は、例えば、イグニッションスイッチ１６が接続され
、電動車両の電気系統が起動したとき開始され、イグニッションスイッチ１６が切断され
、電動車両の電気系統が停止したとき終了する。
【００５８】
　ステップＳ１において、配線抵抗演算部８１は、配線抵抗Ｒを検出済みであるか否かを
判定する。配線抵抗Ｒを検出済みであると判定された場合、処理はステップＳ２に進む。
【００５９】
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　ステップＳ２において、配線抵抗演算部８１は、低圧バッテリ１３の電圧が目標範囲内
であるか否かを判定する。具体的には、配線抵抗演算部８１は、イグニッションスイッチ
１６および入力出力回路６１を介して低圧バッテリ１３から入力されるIG電圧Vigを検出
し、検出したIG電圧Vigと、所定の低圧バッテリ１３の電圧の目標範囲とを比較する。そ
して、IG電圧Vigが低圧バッテリ１３の電圧の目標範囲から外れている場合、低圧バッテ
リ１３の電圧（≒IG電圧Vig）が目標範囲から外れていると判定し、処理はステップＳ３
に進む。例えば、低圧バッテリ１３の充電電圧が14Vである場合、IG電圧Vigが14V±1Vの
範囲から外れている場合、低圧バッテリ１３の電圧が目標範囲から外れていると判定され
る。
【００６０】
　一方、ステップＳ１において、まだ配線抵抗Ｒを検出していないと判定された場合、ス
テップＳ２の処理はスキップされ、処理はステップＳ３に進む。
【００６１】
　ステップＳ３において、配線抵抗演算部８１は、入力出力回路６１を介して電源マネー
ジメントECU１４から供給される信号に基づいて、高圧バッテリ１１を充電中、または、
低圧負荷１５の負荷量が低いか否かを判定する。高圧バッテリ１１を充電中、または、低
圧負荷１５の負荷量が低いと判定された場合、処理はステップＳ４に進む。
【００６２】
　なお、高圧バッテリ１１の充電中は、電動車両が停止しており、低圧負荷１５がほとん
ど稼働していない。従って、低圧負荷１５の負荷量が低いと想定することができる。
【００６３】
　ステップＳ４において、配線抵抗演算部８１は、出力電圧Vo、出力電流Io、IG電圧Vig
を検出する。すなわち、配線抵抗演算部８１は、入力出力回路６１を介して変圧部２１の
Ａ点から入力される出力電圧Voを検出し、入力出力回路６１を介して電流センサ２３から
供給される信号に基づいて、出力電流Ioを検出し、イグニッションスイッチ１６および入
力出力回路６１を介して低圧バッテリ１３から入力されるIG電圧Vigを検出する。
【００６４】
　ステップＳ５において、配線抵抗演算部８１は、次式（１）により、配線抵抗Ｒを算出
する。
【００６５】
　R＝（Vo－Vig）／Io　・・・（１）
【００６６】
　その後、処理はステップＳ７に進む。
【００６７】
　このように、配線抵抗Ｒが未検出の場合、高圧バッテリ１１が充電中または低圧負荷１
５の負荷量が低いときには、イグニッションスイッチ１６が接続され、DCDCコンバータ１
２が始動したときのIG電圧Vigに基づいて、配線抵抗Ｒが算出される。一方、高圧バッテ
リ１１が充電中でなく、かつ、低圧負荷１５の負荷量が高いときには、高圧バッテリ１１
の充電が開始されるか、または、低圧負荷１５の負荷量が低くなってから、配線抵抗Ｒが
検出される。
【００６８】
　従って、低圧負荷１５の負荷量が低く、DCDCコンバータ１２の出力電流Ioのほとんどが
低圧バッテリ１３の充電電流として使用されているときに、配線抵抗Ｒが検出されるため
、配線抵抗Ｒの検出精度が向上する。
【００６９】
　また、すでに配線抵抗Ｒを検出済みであっても、低圧バッテリ１３の電圧が目標範囲か
ら外れている場合、配線抵抗Ｒの補正（再演算）が行われる。
【００７０】
　一方、ステップＳ２において、高圧バッテリ１１を充電中でなく、かつ、低圧負荷１５
の負荷量が高いと判定された場合、処理はステップＳ６に進む。



(9) JP 5436364 B2 2014.3.5

10

20

30

40

50

【００７１】
　ステップＳ６において、配線抵抗演算部８１は、配線抵抗Ｒを初期値に設定する。すな
わち、低圧負荷１５の負荷量が高く、DCDCコンバータ１２の出力電流Ioに負荷電流が多く
含まれる場合、配線抵抗Ｒの検出精度が低下するため、配線抵抗Ｒは、実際の検出値では
なく、初期値に設定される。なお、この初期値は予め設定されている固定値である。その
後、処理はステップＳ７に進む。
【００７２】
　ステップＳ７において、配線抵抗演算部８１は、配線抵抗ＲをEEPROM６３に書込む。す
なわち、ステップＳ５で算出された配線抵抗Ｒ、または、ステップＳ６で設定された配線
抵抗Ｒの初期値が、EEPROM６３の所定の領域に書き込まれる。その後、処理はステップＳ
８に進む。
【００７３】
　一方、ステップＳ１において、配線抵抗Ｒを検出済みであると判定され、ステップＳ２
において、低圧バッテリ１３の電圧が目標範囲内であると判定された場合、ステップＳ３
乃至Ｓ７の処理はスキップされ、処理はステップＳ８に進む。
【００７４】
　ステップＳ８において、配線抵抗演算部８１は、配線抵抗ＲをEEPROM６３の所定の領域
から読み出す。そして、配線抵抗演算部８１は、読み出した配線抵抗Ｒを電圧補正量演算
部８２に出力する。なお、一度EEPROM６３から配線抵抗Ｒが読み出された後は、配線抵抗
Ｒの値が変更されるまで、例えば、電圧補正量演算部８２が配線抵抗Ｒの値を保持し、EE
PROM６３からの読み出しを省略するようにしてもよい。
【００７５】
　ステップＳ９において、電圧補正量演算部８２は、電圧補正量Vplsを算出する。具体的
には、電圧補正量演算部８２は、入力出力回路６１を介して電流センサ２３から供給され
る信号に基づいて、出力電流Ioを検出し、次式（２）により、電圧補正量Vplsを算出する
。
【００７６】
　Vpls＝R×Io　・・・（２）
【００７７】
　すなわち、電圧補正量Vplsは、配線抵抗Ｒと出力電流Ioにより発生する電圧降下量と等
しい。電圧補正量演算部８２は、算出した電圧補正量Vplsを電圧指令値演算部８３に出力
する。
【００７８】
　ステップＳ１０において、電圧指令値演算部８３は、電圧指令値を算出する。具体的に
は、まず、電圧指令値演算部８３は、低圧バッテリ１３の充電、並びに、電源マネージメ
ントECU１４および低圧負荷１５の駆動に必要なDCDCコンバータ１２の変圧部２１の出力
電圧の指令値Vadj0を算出する。次に、電圧指令値演算部８３は、次式（３）により、電
圧指令値を補正する。
【００７９】
　Vadj＝Vadj0＋Vpls　・・・（３）
【００８０】
　すなわち、電圧指令値演算部８３は、電圧指令値Vadj0に電圧補正量Vplsを加算するこ
とにより、電圧指令値Vadjを補正する。
【００８１】
　ステップＳ１１において、電圧指令値演算部８３は、算出した電圧指令値Vadjを、入力
出力回路６１を介してエラーアンプ７１に出力する。これにより、DCDCコンバータ１２の
出力電圧Voが電圧指令値Vadjになるように、駆動回路６４からFET３２に供給される駆動
信号が制御される。
【００８２】
　その後、処理はステップＳ１に戻り、ステップＳ１以降の処理が実行される。
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【００８３】
　このようにして、配線抵抗Ｒの検出値の誤差を小さくするとともに、常に適切な値に保
つことができる。従って、装置間の配線抵抗Ｒの違いや配線抵抗Ｒの経時変化などに柔軟
に対応しながら、配線抵抗ＲによるDCDCコンバータ１２の出力電圧Voの電圧降下を適切に
補償することができる。その結果、低圧バッテリ１３に安定した電圧を供給することがで
きる。
【００８４】
　また、専用の配線や部品等を設ける必要がないため、必要なコストを抑制することがで
きる。
【００８５】
＜２．第２の実施の形態＞
　次に、図６乃至図１０を参照して、本発明の第２の実施の形態について説明する。
【００８６】
［車載システム１０１の構成例］
　図６は、本発明を適用した車載システムの第２の実施の形態を示すブロック図である。
なお、図中、図１と対応する部分には同じ符号を付してあり、処理が同じ部分は、その説
明は繰返しになるので省略する。
【００８７】
　車載システム１０１は、図１の車載システム１と比較して、DCDCコンバータ１２の代わ
りにDCDCコンバータ１１１が設けられ、バッテリセンサ１１２が追加されている部分が異
なり、それ以外の構成は同じである。なお、図６においては、図１に図示されているイグ
ニッションスイッチ１６の図示が省略されている。また、電源マネージメントECU１４、
低圧負荷１５－１乃至１５－ｎ、DCDCコンバータ１１１、および、バッテリセンサ１１２
は、車内LAN１７を介して相互に接続されており、CAN通信により各種のデータの送受信を
行う。
【００８８】
　DCDCコンバータ１１１は、高圧バッテリ１１から供給される直流電力の電圧を変換して
、電圧を変換した直流電力を低圧バッテリ１３に供給し、低圧バッテリ１３を充電する。
また、DCDCコンバータ１１１は、電圧を変換した直流電力を、電源マネージメントECU１
４、および、低圧負荷１５－１乃至１５－ｎに供給する。さらに、DCDCコンバータ１１１
は、車内LAN１７を介して、高圧バッテリ１１を充電中であるか否かを示すデータ、およ
び、低圧負荷１５の負荷量を示すデータを電源マネージメントECU１４から取得する。ま
た、DCDCコンバータ１１１は、車内LAN１７を介して、低圧バッテリ１３の電圧を示すデ
ータをバッテリセンサ１１２から取得する。
【００８９】
　バッテリセンサ１１２は、低圧バッテリ１３の電圧、入力電流、および、出力電流等を
検出し、車内LAN１７を介して、検出結果を示すデータを各部に供給する。
【００９０】
［DCDCコンバータ１１１の構成例］
　図７は、DCDCコンバータ１１１の構成例を示す回路図である。なお、図中、図２と対応
する部分には同じ符号を付してあり、処理が同じ部分は、その説明は繰返しになるので省
略する。
【００９１】
　DCDCコンバータ１１１は、図２のDCDCコンバータ１２と比較して、制御回路２４の代わ
りに、制御回路１２１が設けられている点が異なり、それ以外は同様の構成を有している
。
【００９２】
　制御回路１２１は、変圧部２１の温度を示す信号を温度センサ２２から取得する。また
、制御回路１２１は、変圧部２１の出力電流を示す信号を電流センサ２３から取得する。
さらに、制御回路１２１は、車内LAN１７を介して、高圧バッテリ１１を充電中であるか
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否かを示すデータ、および、低圧負荷１５の負荷量を示すデータを電源マネージメントEC
U１４から取得する。また、制御回路１２１は、車内LAN１７を介して、低圧バッテリ１３
の電圧を示すデータをバッテリセンサ１１２から取得する。さらに、制御回路１２１は、
変圧部２１のＡ点における出力電圧を検出するとともに、出力電圧を目標電圧に近づける
ように、各FET３２に駆動信号を供給し、FET３２からなるインバータのPWM制御を行う。
【００９３】
［制御回路１２１の構成例］
　図８は、制御回路１２１の構成例を示すブロック図である。なお、図中、図３と対応す
る部分には同じ符号を付してあり、処理が同じ部分は、その説明は繰返しになるので省略
する。
【００９４】
　制御回路１２１は、図３の制御回路２４と比較して、入力出力回路６１、マイクロコン
ピュータ６２、EEPROM６３の代わりに、入力出力回路１６１、マイクロコンピュータ１６
２、EEPROM１６３が設けられている点が異なり、それ以外の構成は同様である。
【００９５】
　入力出力回路１６１は、変圧部２１の温度を示す信号を温度センサ２２から取得し、マ
イクロコンピュータ１６２に出力する。また、入力出力回路１６１は、変圧部２１の出力
電流Ioを示す信号を電流センサ２３から取得し、マイクロコンピュータ１６２に出力する
。さらに、入力出力回路１６１は、変圧部２１のＡ点から入力される出力電圧Voを、マイ
クロコンピュータ１６２に出力する。また、入力出力回路１６１は、車内LAN１７を介し
て、高圧バッテリ１１を充電中であるか否かを示すデータ、および、低圧負荷１５の負荷
量を示すデータを電源マネージメントECU１４から取得し、マイクロコンピュータ１６２
に出力する。さらに、入力出力回路１６１は、車内LAN１７を介して、低圧バッテリ１３
の電圧を示すデータをバッテリセンサ１１２から取得し、マイクロコンピュータ１６２に
出力する。また、入力出力回路１６１は、変圧部２１の電圧指令値をマイクロコンピュー
タ１６２から取得し、エラーアンプ７１に供給する。
【００９６】
　マイクロコンピュータ１６２は、出力電圧Vo、出力電流Io、および、IG電圧Vigに基づ
いて、配線抵抗Ｒを算出し、EEPROM１６３に記録する。あるいは、マイクロコンピュータ
１６２は、EEPROM１６２に記録されている仕向け車両識別コードと配線抵抗Ｒとの対応表
（以下、配線抵抗対応表と称する）に基づいて、車載システム１０１が設けられている電
動車両の配線抵抗Ｒを求め、EEPROM１６３に記録する。また、マイクロコンピュータ１６
２は、変圧部２１に対する電圧指令値を算出し、入力出力回路１６１に出力する。
【００９７】
　なお、仕向け車両識別コードは、電動車両の車種を識別するためのコードであり、各車
種に対してそれぞれ異なる仕向け車両識別コードが付与されている。また、車載システム
１０１が設けられている電動車両の車種に対応する仕向け車両識別コードが、予めEEPROM
１６３に記録されている。
【００９８】
　また、配線抵抗対応表とは、仕向け車両識別コードと、各コードに対応する車種の配線
抵抗Ｒを対応付けた一覧表である。配線抵抗対応表における各車種の配線抵抗Ｒには、例
えば、事前に実測または計算等により求められた値が設定される。
【００９９】
［マイクロコンピュータ１６２の機能の構成例］
　図９は、マイクロコンピュータ１６２の機能の構成例を示すブロック図である。マイク
ロコンピュータ１６２は、配線抵抗演算部１８１、電圧補正量演算部１８２、および、電
圧指令値演算部１８３を含むように構成される。
【０１００】
　配線抵抗演算部１８１は、入力出力回路１６１を介して変圧部２１のＡ点から入力され
る出力電圧Voを検出し、入力出力回路１６１を介して電流センサ２３から供給される信号
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に基づいて、出力電流Ioを検出する。また、配線抵抗演算部１８１は、車内LAN１７およ
び入力出力回路１６１を介して、高圧バッテリ１１を充電中であるか否かを示すデータ、
および、低圧負荷１５の負荷量を示すデータを電源マネージメントECU１４から取得する
。さらに、配線抵抗演算部１８１は、車内LAN１７および入力出力回路１６１を介して、
低圧バッテリ１３の電圧を示すデータをバッテリセンサ１１２から取得する。
【０１０１】
　さらに、配線抵抗演算部１８１は、出力電圧Vo、出力電流Io、および、IG電圧Vigに基
づいて、配線抵抗Ｒを算出し、EEPROM１６３に記録する。あるいは、配線抵抗演算部１８
１は、EEPROM１６２に記録されている配線抵抗対応表に基づいて、車載システム１０１が
設けられている電動車両の配線抵抗Ｒを求め、EEPROM１６３に記録する。また、配線抵抗
演算部１８１は、EEPROM１６３から配線抵抗Ｒを読み出し、電圧補正量演算部１８２に出
力する。
【０１０２】
　電圧補正量演算部１８２は、入力出力回路１６１を介して電流センサ２３から供給され
る信号に基づいて、出力電流Ioを検出する。また、電圧補正量演算部１８２は、配線抵抗
Ｒおよび出力電流Ioに基づいて、電圧補正量Vplsを算出し、電圧指令値演算部１８３に出
力する。
【０１０３】
　電圧指令値演算部１８３は、変圧部２１に対する電圧指令値Vadjを算出し、入力出力回
路１６１を介してエラーアンプ７１に出力する。
【０１０４】
［出力制御処理］
　次に、図１０のフローチャートを参照して、制御回路１２１により実行される電圧指令
処理について説明する。なお、この処理は、例えば、イグニッションスイッチ（不図示）
が接続され、電動車両の電気系統が起動したとき開始され、イグニッションスイッチが切
断され、電動車両の電気系統が停止したとき終了する。
【０１０５】
　ステップＳ５１において、配線抵抗演算部１８１は、低圧バッテリ１３の電圧を受信で
きたか否かを判定する。具体的には、配線抵抗演算部１８１は、バッテリセンサ１１２が
、車内LAN１７を介して入力出力回路１６１に接続されている場合、入力出力回路１６１
および車内LAN１７を介してバッテリセンサ１１２と通信を行い、低圧バッテリ１３の電
圧の受信を試みる。そして、配線抵抗演算部１８１が、低圧バッテリ１３の電圧を受信で
きたと判定した場合、処理はステップＳ５２に進む。
【０１０６】
　ステップＳ５２において、配線抵抗演算部１８１は、配線抵抗Ｒを検出済みであるか否
かを判定する。配線抵抗Ｒを検出済みであると判定された場合、処理はステップＳ５３に
進む。
【０１０７】
　ステップＳ５３において、配線抵抗演算部１８１は、図５のステップＳ２と同様の処理
により、低圧バッテリ１３の電圧が目標範囲内であるか否かを判定する。低圧バッテリ１
３の電圧が目標範囲から外れていると判定された場合、処理はステップＳ５４に進む。
【０１０８】
　一方、ステップＳ５２において、配線抵抗Ｒを検出済みでないと判定された場合、ステ
ップＳ５３の処理はスキップされ、処理はステップＳ５４に進む。
【０１０９】
　ステップＳ５４において、配線抵抗演算部１８１は、車内LAN１７および入力出力回路
１６１を介して、高圧バッテリ１１を充電中であるか否かを示すデータ、および、低圧負
荷１５の負荷量を示すデータを電源マネージメントECU１４から取得し、高圧バッテリ１
１を充電中、または、低圧負荷１５の負荷量が低いか否かを判定する。高圧バッテリ１１
を充電中、または、低圧負荷１５の負荷量が低いと判定された場合、処理はステップＳ５
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５に進む。
【０１１０】
　ステップＳ５５において、配線抵抗演算部１８１は、入力出力回路１６１を介して変圧
部２１のＡ点から入力される出力電圧Voを検出し、入力出力回路１６１を介して電流セン
サ２３から供給される信号に基づいて、出力電流Ioを検出する。
【０１１１】
　ステップＳ５６において、配線抵抗演算部１８１は、次式（４）により、配線抵抗Ｒを
算出する。
【０１１２】
　R＝（Vo－Vb）／Io　・・・（４）
【０１１３】
　なお、Vbは、バッテリセンサ１１２から取得した低圧バッテリ１３の電圧を示す。
【０１１４】
　その後、処理はステップＳ６１に進む。
【０１１５】
　一方、ステップＳ５４において、高圧バッテリ１１を充電中でなく、かつ、低圧負荷１
５の負荷量が高いと判定された場合、処理はステップＳ５７に進む。
【０１１６】
　ステップＳ５７において、図５のステップＳ６の処理と同様に、配線抵抗Ｒが初期値に
設定される。その後、処理はステップＳ６１に進む。
【０１１７】
　一方、ステップＳ５１において、配線抵抗演算部１８１は、バッテリセンサ１１２から
の低圧バッテリ１３の電圧の受信に失敗した場合、または、バッテリセンサ１１２が、車
内LAN１７を介して入力出力回路１６１に接続されていない場合、低圧バッテリ１３の電
圧を受信できなかったと判定し、処理はステップＳ５８に進む。
【０１１８】
　ステップＳ５８において、配線抵抗演算部１８１は、配線抵抗Ｒを設定済みであるか否
かを判定する。配線抵抗Ｒをまだ設定していないと判定された場合、処理はステップＳ５
９に進む。
【０１１９】
　ステップＳ５９において、配線抵抗演算部１８１は、仕向け車両識別コードを検出する
。すなわち、配線抵抗演算部１８１は、EEPROM１６３の所定の領域から、車載システム１
０１が設けられている電動車両の仕向け車両識別コードを読み出す。
【０１２０】
　ステップＳ６０において、配線抵抗演算部１８１は、仕向け車両識別コードに対応した
配線抵抗Ｒを読み出す。すなわち、配線抵抗演算部１８１は、EEPROM１６３に記録されて
いる配線抵抗対応表の中から、検出した仕向け車両識別コードに対応する配線抵抗Ｒを読
み出す。その後、処理はステップＳ６１に進む。
【０１２１】
　一方、ステップＳ５８において、配線抵抗Ｒを設定済みであると判定された場合、ステ
ップＳ５９およびステップＳ６０の処理はスキップされ、処理はステップＳ６１に進む。
【０１２２】
　ステップＳ６１において、配線抵抗演算部１８１は、配線抵抗ＲをEEPROM１６３に書込
む。すなわち、ステップＳ５６で算出された配線抵抗Ｒ、ステップＳ５７で設定された配
線抵抗Ｒの初期値、または、ステップＳ６０で配線抵抗対応表から読み出された配線抵抗
Ｒが、EEPROM１６３の所定の領域に書き込まれる。その後、処理はステップＳ６２に進む
。
【０１２３】
　一方、ステップＳ５３において、低圧バッテリ１３の電圧が目標範囲内であると判定さ
れた場合、処理はステップＳ６２に進む。
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【０１２４】
　ステップＳ６２乃至ステップＳ６５の処理は、図５のステップＳ８乃至Ｓ１１の処理と
同様であり、その説明は省略する。なお、ステップＳ６２乃至Ｓ６５の処理により、EEPR
OM１６３から配線抵抗Ｒが読み出され、読み出された配線抵抗Ｒに基づいて、電圧指令値
が設定され、その電圧指令値に基づいて、変圧部２１の出力電圧の制御が行われる。
【０１２５】
　その後、処理はステップＳ５１に戻り、ステップＳ５１以降の処理が実行される。
【０１２６】
　このようにして、DCDCコンバータ１１１がバッテリセンサ１１２と通信可能な場合、第
１の実施の形態と同様に、装置間の配線抵抗Ｒの違いや配線抵抗Ｒの経時変化などに柔軟
に対応しながら、配線抵抗ＲによるDCDCコンバータ１１１の出力電圧Voの電圧降下を適切
に補償することができる。
【０１２７】
　また、DCDCコンバータ１１１がバッテリセンサ１１２と通信できなくても、配線抵抗対
応表に基づいて、車載システム１０１が設けられている電動車両の車種に応じた配線抵抗
Ｒが設定されるため、配線抵抗ＲによるDCDCコンバータ１１１の出力電圧Voの電圧降下を
適切に補償することができる。
【０１２８】
　さらに、専用の配線や部品等を設ける必要がないため、必要なコストを抑制することが
できる。
【０１２９】
＜３．変形例＞
　以上の説明では、低圧バッテリ１３の電圧が目標範囲から外れた場合に、配線抵抗Ｒを
再検出する例を示したが、例えば、配線抵抗Ｒは温度により変化するため、定期的に配線
抵抗Ｒを検出するようにしてもよい。
【０１３０】
　また、高圧バッテリ１１を充電中であるか否かの判定を、家庭用のコンセントからの電
力により充電している場合にDCDCコンバータの入力電圧に現れる50Hzまたは60Hzのリプル
波形に基づいて行うようにしてもよい。
【０１３１】
　さらに、電流センサ２３を変圧部２１の入力部に設け、入力電流を検出するようにして
もよい。
【０１３２】
　また、電流センサ２３の代わりに、シャント抵抗を設け、シャント抵抗の両端の電圧を
測定することにより間接的に電流を求めるようにしてもよい。
【０１３３】
　さらに、第２の実施の形態において、バッテリセンサ１１２の代わりに、電源マネージ
メントECU１４が低圧バッテリ１３の電圧を検出するようにしてもよい。
【０１３４】
　また、本発明は、電動車両以外の装置に設けられ、バッテリに充電電圧を供給するDCDC
コンバータに適用することが可能である。
【０１３５】
　さらに、第１の実施の形態と第２の実施の形態を組み合わせて、IG電圧Vigを用いて検
出した配線抵抗Ｒと、バッテリセンサ１１２により検出された低圧バッテリ１３の電圧Vb
を用いて検出した配線抵抗Ｒの差が所定の閾値以内である場合、検出した配線抵抗Ｒが正
常であると判定し、配線抵抗Ｒを記録し、配線抵抗Ｒの差が閾値を超える場合、検出した
配線抵抗Ｒが異常であると判定し、配線抵抗Ｒを記録しないようにしてもよい。
【０１３６】
　上述した一連の処理は、ハードウエアにより実行することもできるし、ソフトウエアに
より実行することもできる。一連の処理をソフトウエアにより実行する場合には、そのソ
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フトウエアを構成するプログラムが、コンピュータにインストールされる。ここで、コン
ピュータには、専用のハードウエアに組み込まれているコンピュータや、各種のプログラ
ムをインストールすることで、各種の機能を実行することが可能な、例えば汎用のパーソ
ナルコンピュータなどが含まれる。
【０１３７】
　図１１は、上述した一連の処理をプログラムにより実行するコンピュータのハードウエ
アの構成例を示すブロック図である。
【０１３８】
　コンピュータにおいて、CPU（Central Processing Unit）２０１，ROM（Read Only Mem
ory）２０２，RAM（Random Access Memory）２０３は、バス２０４により相互に接続され
ている。
【０１３９】
　バス２０４には、さらに、入出力インタフェース２０５が接続されている。入出力イン
タフェース２０５には、入力部２０６、出力部２０７、記憶部２０８、通信部２０９、及
びドライブ２１０が接続されている。
【０１４０】
　入力部２０６は、キーボード、マウス、マイクロフォンなどよりなる。出力部２０７は
、ディスプレイ、スピーカなどよりなる。記憶部２０８は、ハードディスクや不揮発性の
メモリなどよりなる。通信部２０９は、ネットワークインタフェースなどよりなる。ドラ
イブ２１０は、磁気ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、又は半導体メモリなどのリ
ムーバブルメディア２１１を駆動する。
【０１４１】
　以上のように構成されるコンピュータでは、CPU２０１が、例えば、記憶部２０８に記
憶されているプログラムを、入出力インタフェース２０５及びバス２０４を介して、RAM
２０３にロードして実行することにより、上述した一連の処理が行われる。
【０１４２】
　コンピュータ（CPU２０１）が実行するプログラムは、例えば、パッケージメディア等
としてのリムーバブルメディア２１１に記録して提供することができる。また、プログラ
ムは、ローカルエリアネットワーク、インターネット、デジタル衛星放送といった、有線
または無線の伝送媒体を介して提供することができる。
【０１４３】
　コンピュータでは、プログラムは、リムーバブルメディア２１１をドライブ２１０に装
着することにより、入出力インタフェース２０５を介して、記憶部２０８にインストール
することができる。また、プログラムは、有線または無線の伝送媒体を介して、通信部２
０９で受信し、記憶部２０８にインストールすることができる。その他、プログラムは、
ROM２０２や記憶部２０８に、あらかじめインストールしておくことができる。
【０１４４】
　なお、コンピュータが実行するプログラムは、本明細書で説明する順序に沿って時系列
に処理が行われるプログラムであっても良いし、並列に、あるいは呼び出しが行われたと
き等の必要なタイミングで処理が行われるプログラムであっても良い。
【０１４５】
　また、本明細書において、システムとは、複数の装置により構成される装置全体を表す
ものである。
【０１４６】
　さらに、本発明の実施の形態は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発
明の要旨を逸脱しない範囲において種々の変更が可能である。
【符号の説明】
【０１４７】
　１　車載システム
　１１　高圧バッテリ
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　１２　DCDCコンバータ
　１３　低圧バッテリ
　１４　電源マネージメントECU
　１５－１乃至１５－ｎ　低圧負荷
　１６　イグニッションスイッチ
　１７　車内LAN
　２１　変圧部
　２２　温度センサ
　２３　電流センサ
　２４　制御回路
　３２ａ乃至３２ｄ　FET
　６１　入力出力回路
　６２　マイクロコンピュータ
　６３　EEPROM
　６４　駆動回路
　７１　エラーアンプ
　７２　PWM回路
　７３　出力回路
　８１　配線抵抗演算部
　８２　電圧補正量演算部
　８３　電圧指令値演算部
　１０１　車載システム
　１１１　DCDCコンバータ
　１１２　バッテリセンサ
　１２１　制御回路
　１６１　入力出力回路
　１６２　マイクロコンピュータ
　１６３　EEPROM
　１８１　配線抵抗演算部
　１８２　電圧補正量演算部
　１８３　電圧指令値演算部



(17) JP 5436364 B2 2014.3.5

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(18) JP 5436364 B2 2014.3.5

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(19) JP 5436364 B2 2014.3.5

【図９】 【図１０】

【図１１】



(20) JP 5436364 B2 2014.3.5

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  大元　靖理
            愛知県小牧市大草年上坂６３６８番地　オムロンオートモーティブエレクトロニクス株式会社内
(72)発明者  蜂谷　孝治
            愛知県小牧市大草年上坂６３６８番地　オムロンオートモーティブエレクトロニクス株式会社内

    審査官  永田　和彦

(56)参考文献  特開２００３－２７４６４１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－１８０６０３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－１７４６１９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－２８８０４７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－１１４６１１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－１６６３７０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－１９２７２３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１０－１４８３１９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平５－６４３７７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１１－１７２３４０（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０２Ｍ　３／００－３／４４，
              Ｈ０２Ｊ　７／００－７／３６，
              Ｂ６０Ｌ　３／００，１１／１８，
              Ｈ０１Ｍ　１０／４４


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

